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冬が訪れ、伝国の杜の前の広場も雪景色となりました。

日々のサポーター活動、本当にありがとうございます。最近の活動報告と、今後の予定などを

お知らせします。　裏面の 3か月スケジュールとあわせて確認をお願いします。

最近の活動から ～ 米沢とんと昔の会による自由参加制ワークショップ ～

伝国の杜サポーター研修報告

　

伝国の杜サポータに関する連絡・お問合せ先

電話：０２３８－２６－８０００　　FAX０２３８－２６－２６６０

メール：supporter@denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp

コラム：伝国の杜の能舞台について

　１１月１７日（木）に図書整理サポーターによる図書修理学

習会が開催され、6名の方が参加しました。

　まず、本の各部分の名称と装丁の特徴を勉強し、単純な方法

でできるだけ元の形に近く、劣化しにくい材料を使って閲覧に

不便のない補修を行うという本の修理の考え方を確認しました。

　その後、デモンストレーションを参考に、1 人１冊ずつの本を

担当し、やぶれ、はがれのような易しい修理にチャレンジして

みました。

　学習会に参加されたサポーターの皆さんは、１２月から実際

に本の修理活動をスタートしています。

　伝国の杜サポーターの皆さんは、活動に関する要綱第５条により来年度の登録手続きを行うことによって、

全体会開催についてのお知らせ（来年度は 4月開催予定）や、4月以降の活動に関する連絡を受け取ること

ができます。つきましては、活動意向アンケートを提出くださるようお願いします。（回答締切：3/10）

　なお新規サポーターの募集活動は、伝国の杜だより、ホームページ、自治体の広報紙を通じて随時行います。

　

平成29年度伝国の杜サポーター募集のお知らせ

最近の活動から ～ 図書修理学習会の開催 ～

　伝国の杜の正面玄関を通ると、目の前に現れるのは大きな能舞

台です。伝国の杜を訪れる観光客はその大きさに驚き、いろんな

角度から見てみたり、カメラを構えたりします。ここでサポーター

活動の参考になればと能舞台について少し紹介したいと思います。

　完成から１５年が経過した能舞台は、床板のヒノキや、サワラ

のこけら葺きなどが歳月を感じる色になっています。エントラン

スホールでは、日常的な能狂言の稽古場として年間５０回ほど利

用されています。さらに、空気浮上方式でホールに移動すること

により、５４４席の客席を有する「能楽堂」として能公演などを

開催しています。

　能舞台の移動作業は、浮上や着床、走行、回転などの工程を繰

り返して、約２時間で完了します。

　上杉博物館教育普及事業では、米沢とんと昔の会による「むかしむ

かしをきこう」を今年は３回（７、９、１０月）開催し、置賜に残る

昔話を米沢の方言で語っていただきました。

　毎回４名の語り部が 1～２話をリレー形式で行う語りは、笑い話、

怖い話などバラエティに富んでいます。お客さまからは「楽しい話が

聞けてよかった」という声だけでなく、本などで知っているお話でも、

米沢なりのアレンジがあったり、その地区の「いわれ」が聞けたりし

て大変良かったと、好評をいただいています。

　普段は聞くことのできない昔語りや昔遊びを体験できるワーク

ショップはサポーターの皆さんの協力により、とても好評です。　

ドリームサポーターの活動について
お話を伺いました

「むかしむかしをきこう」開催の様子

　１１月１３日（日）、福島市子どもの夢を育む施設こむこむを訪問

して研修を行いました。施設の運営スタッフ「ドリームサポーター」

による来館者対応の様子を拝見した後、副館長の岸波裕彦さんとサ

ポーター会長の山田和江さんから、サポーター活動について説明を受

けました。

　こむこむ現会長が建設準備段階から構想に参加するなど市民参画型

の運営を行っている施設でもあり、サポーターと市職員とが協力して

運営にあたっていました。

　来館者の見守りや、年間 120 ものワークショップ（もちろん市職員

との企画会議を経ている）など多岐にわたっていて、「活動中は壁に

寄りかからない」など接客に臨む意識も高く大いに刺激を受けました。

　最後は、私たちの質問に快く答えていただき、とても有意義な研修

となりました。



　

201７ １月

平成29年１月～平成29年３月

教育 …体験学習室サポート／
　 ミュゼデュウだより発送など

広報 …事業の広報物発送など

レセプ …ホール事業のスタッフ

イン
フォ …来館者案内

洛洛 …上杉文華館における
　 洛中洛外図案内

２月

３月

①活動できる日時を登録（活動登録）する場合は、電話か来館でお知らせください。

　※年末休館日以外は休館日でも事務室は稼動しています。

②事前研修が必要な場合もあります。初めての分野で活動する際は、ご相談ください。

③「洛洛案内人」はギャラリートーク、コレクショントークのある日をのぞく

　博物館開館日すべてが活動予定日です。　　　マークがない日も活動できます。

サポーター活動予定日

④インフォメーションは 12月～3月は原則としてお休みです。

活動予定日

カレンダー
が
水色の日

活動予定分野

※カレンダー上の黒字は伝国の杜の事業スケジュールです。

※図書学習会は、どの分野の方でも参加できます。

2016/12/25 現在
201７ 201７

伝国の杜サポータに関する連絡・お問合せ先
電話：０２３８－２６－８０００　　FAX０２３８－２６－２６６０
メール：supporter@denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp

カレンダーの見方
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レセプ

図書 …図書整理・修繕

教育

上杉文華館コレクション
トーク14:00

上杉文華館コレクション
トーク14:00

大正美術展　ギャラリー
トーク　14:00～

教育

教育

教育

教育

教育
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春分の日
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教育

大正美術展　ギャラリー
トーク　14:00～

広報

伝国の杜だより
戦国時代展 広報物
発送作業

上杉鷹山と学びの時代 会期　12月10日（土）～2月12日（日）

こども狂言クラブ
春休み発表会
PM～

親子で
たのしむ音楽会
14:00～

洛洛

上杉
雪灯篭まつり
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成人の日

 全館
休館日

 全館
休館日

 全館
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 全館
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 全館
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Jazzcafélive
18:30～

レセプ

教育

教育教育

広報

広報 広報

 大正美術展広報物
発送作業

元旦振替

大正期の米沢の美術 会期　2月18日（土）～３月26日（日）

01 元旦

教育教育

年報、図録
発送作業

広報

図書

図書修理学習会
14:00～
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鷹山展　ギャラリー
トーク　14:00～

鷹山展　ギャラリー
トーク　14:00～

鷹山展　クローズ

大正美術展　クローズ

大正美術展　オープン
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